
Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php on line 39



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 51



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 52



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 53



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 55



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "user_attribute" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Undefined array key "user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 63



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 64



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 65



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 66



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 67



Warning:  Undefined array key "tag" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 99



Warning:  Undefined array key "t" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 110



Warning:  Undefined array key "all" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 112



Warning:  Undefined array key "n" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 113



Warning:  Undefined array key "r" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 114



Warning:  Undefined array key "v" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 122



Warning:  Undefined array key "kanrino_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 138



Warning:  Undefined array key "title_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 139



Warning:  Undefined array key "tourokudate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 140



Warning:  Undefined array key "satueibasyo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 141



Warning:  Undefined array key "satueidate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 142



Warning:  Undefined array key "seireki_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 143



Warning:  Undefined array key "sikityo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 144



Warning:  Undefined array key "ookisa_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 145



Warning:  Undefined array key "syozousya_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 146



Warning:  Undefined array key "sankoubunken_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 147



Warning:  Undefined array key "tikucode_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 148



Warning:  Undefined array key "sagyobi_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 149



Warning:  Undefined variable $key_reg in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function_searchtop.php on line 57



Warning:  Undefined array key "" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 258



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 260



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 287



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 297



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 303



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 309



Warning:  Undefined array key "4user_account" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 585



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660
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登録リスト（該当：80件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは、上田市交流文化芸術センター・上田市立美術館・交流芝生広場が併設された複合文化型施設です。入学式や卒業式も開かれます。内装もきれいで
人をひきつけます。	2024-02-13
	2	[image: 無言館]	無言館	無言館は、第二次世界大戦の戦没画学生が描いた作品が展示してある美術館です。
彼らが故郷を離れる前に描いた愛する家族の絵。
出兵先で家族に宛てたハガキの絵。
作者だけでなく、作品を寄贈した遺族の方々の思いもよみとることができます。
ドームや図書館など、ただの美術館ではないので、一度足を運んでみてはどうでしょうか。	2024-02-12
	3	[image: デジタルアーカイブ]	デジタルアーカイブ	デジタルアーカイブを知っている人が少ないので、実物を記録・保存するより良いところは何か。多くの人に利用してもらうためにできることはあるか考えました。
デジタルアーカイブは、公文書・書籍・芸術作品などをデジタル化して保存、公開します。今回は、①国立公文書館デジタルアーカイブ ②Col Base ③NHKアーカイブス を閲覧しました。

①国立公文書館
・言語は日本語、英語。中国語や韓国語も加えて欲しい。サイトの文字全体も大きくできる。
・TOPページには、ジャンルが６つ挙げられていて、選びやすい。検索もできる。
・ジャンルを一つ選ぶと、該当する資料が並ぶ。資料名と読み仮名、資料の画像も表示されるので、見やすい。表示方法を変えると、資料の説明も加わる。選んだ資料を拡大しても、細かい文字が鮮明に見える。(上	2024-01-22
	4	[image: 常楽寺]	常楽寺	上田市の指定文化財です。
平安時代の始めに北向観音の本坊として慈覚大師（円仁）によって建てられた天台宗の寺で、大日如来の化身妙観察智阿弥陀如来がまつられています。
学問への貢献も知られている寺で、多くの青年僧が学んだとされています。
重厚な茅葺き屋根が神聖な雰囲気を醸し出しています。

寺の裏手の林は北向観音が出現したと言われ、石像多宝塔があります。（100円の拝観料が必要）

また境内に美術館も併設されています。（記事作成者が行ったときは残念ながら閉まっていました。）	2023-10-31
	5	[image: 棟方志功展：ネット時代の美術展]	棟方志功展：ネット時代の美術展	東京国立近代美術館で開かれている「棟方志功展 メイキング・オブ・ムナカタ」を観てきました。棟方志功の作品がこれだけ品揃えされて展示されたのは今回が初めてでは？　初期の油絵から始まり、人と芸術の変遷・進化が手に取るようによくわかりました。何より作品に直に接してワクワクしました。

ワクワク感を助長してくれたのが撮影を許容していること。方々でスマホのシャッター音が聞こえていますが、全く耳障りではありません。むしろ「撮ってよい、むしろどんどん撮ろう」という賛辞音のように心地よく響いてきます。

この企画展で画期的なことの一つは作品の撮影とブログやSNSへの画像転載を許容していること。次のようにハッシュタグをつけることを条件としています。
#棟方志功展 #メイキング・オブ・ムナカタ

「撮影厳禁	2023-10-27
	6	[image: 信州シルクストーリー《千曲川流域編》]	信州シルクストーリー《千曲川流域編》	シルクロード長野ネットワークが「信州シルクロード」の観光資源、産業遺産を広く知っていただくために作成した冊子。物語を活用して信州シルクロードのより一層の観 光資源の意味付け、魅力ある観光地の創造を目指して作成した。

●内容（目次）
小諸　小諸のシルクストーリー
　　　小諸のシルクスポット　酢久商店、氷風穴
上田　上田のシルクストーリー
　　　上田のシルクスポット　信州大学繊維学部講堂、旧常田館製糸場
松代　松代のシルクストーリー
　　　松代のシルクスポット　旧横田家住宅、松代まち歩きセンター
須坂　須坂のシルクストーリー
　　　須坂のシルクスポット　須坂クラシック美術館、臥竜公園
温泉街にもシルクストーリー？　別所温泉
　別所温泉のシルクスポット　倉澤家蚕室、氷沢風穴
その他のシル	2023-10-16
	7	[image: 大川美術館(群馬県桐生市)]	大川美術館(群馬県桐生市)	　桐生市の美術館と言えばここ！大川美術館は松本竣介氏・野田英夫氏の作品を軸にして様々な作品が展示されています。2023年5月現在では曽宮一念(Somiya Itinen)展が開催されています。桐生市を訪れた際は是非。
入館料：一般1000円　高大生600円　小中生300円

美術館　群馬県　桐生市　	2023-05-09
	8	[image: 根津美術館]	根津美術館	表参道にある美術館で、東洋美術（特に青銅器や仏像）や日本美術の作品を多く所蔵しております。また、建物がとてもスタイリッシュで解放感のあるエントランスには驚きました。
初めて行った時は5月の中頃で尾形光琳の《燕子花図屏風》を鑑賞したのち、隣接している庭を散歩しました。庭の植物もとても青々としていて素敵だったのですが所々に石碑などがありこれも展示物みたいだなと思いました。
11月末に行った時には紅葉がとても綺麗でした。
作品だけでなく、庭も楽しみながら非日常感に満たされる美術館だと思います。	2023-02-18
	9	[image: 東京ステーションギャラリーの魅力]	東京ステーションギャラリーの魅力	★東京ステーションギャラリー

昨日2/15、佐伯祐三展を見に行ってきました。佐伯祐三の絵画に魅了されつつ、従来であれば単なる駅舎であった東京駅が110年の時を超えてハレのアーティスティックな空間へと昇華していることにも感銘を受けました。

ドーム状の駅舎の外観から伝わる美しさばかりではなく、内観の質の高さによってその美しさ、歴史の重みがより一層実感できるものとなっています。110年の時間経過が当時でなければなしえなかったデザインと施工の質の高さを引き立てたとも言えます。ここを美術館にリノベートしようという建築活用のデザインが貴い。窓枠に象嵌された丸の内の都市景観の美しいこと。人々が点描されているかのよう。まるでブリューゲル！　当時のレンガのむき出し感も	2023-02-17
	10	[image: 恩田緑蔭(おくだりょくいん)]	恩田緑蔭(おくだりょくいん)	文政２年松代生まれ。本名はゆり。桜雲亭緑蔭、桂月由里などとも称した。松代藩絵師の山田島寅や青木雪卿に師事、葛飾北斎や与謝蕪村にも私淑して作品を模写している。花鳥図や松代の風景、藩にゆかりのある人々の肖像を描いた。平成１７年、長野市の水野美術館で「恩田緑蔭展～知られざる信州の元祖女流画家～」が開催された。明治７年、５５歳で死去した。

※図は「写生集壱」

https://yuagariart.com/uag/nagano09/	2023-02-01
	11	[image: 蚕都上田の歴史と未来]	蚕都上田の歴史と未来	私は「蚕都上田の歴史と未来」というテーマで蚕都について探求しました。より考えを深めるために計四か所の施設に見学に行きました。
一枚目の写真は上田駅の構内に設置されている繭の女神様です。蚕糸業の全盛期時代である大正時代から蚕は上田の地を支える存在であったことが分かりました。
二枚目、三枚目の写真は常田館製糸場と上田蚕種協同組合事務棟です。製糸場は繭の乾燥や保管のために多窓式になっているなど建物ごとに様々な工夫が見られました。製糸場の建物１５棟中７棟は国の重要文化財に、事務棟は文化庁の登録有形文化財にそれぞれ指定されています。四枚目の写真はホール、美術館などの複合施設であるサントミューゼです。名前の由来は蚕都からきており、人々の交流の場として上田市には欠かせない存在になっています	2023-01-26
	12	[image: 農民美術を再び普及させるには]	農民美術を再び普及させるには	私は課題探求ゼミナールで森林資源の活用方法として農民美術のこっぱ人形に利用できないかと考えていたため農民美術を再び普及させるためにはどうすればよいかを探求テーマとした。
農民美術は今からおよそ100年前に山本鼎によって提唱された。農村部の若者たちに手工芸品の技術を教え農閑期の副業としまた、それまで無縁であった美術活動への参加を促すものであった。上田市を拠点とし全国へと波及したが戦後は徐々に衰退した。
木っ端人形をふたたび普及させるためにまずは尾澤木彫美術館にて実際に木っ端人形の製作を体験した。実際に体験してみると道具の使い方が想像以上に難しいと感じた。また使用する道具も多く個人で気軽にできるものではないと感じた。
体験を踏まえて、講師による指導のもとで気軽に製作体験ができる体験会	2023-01-23
	13	[image: 上田紬アイテム]	上田紬アイテム	　上田紬で作られたアイテムは着物だけでない。シュシュやがま口ポーチなど、普段使いできるようなものまで展開している。
　サントミューゼ1階にある上田市立美術館では、上田紬の商品がショップに並ぶことがあるため、要チェック！

（画像は
https://twitter.com/ueda_museumshop/status/1412988986931351553?s=20&t=i41UMczkImbKe-u96SuaSQ
より）	2022-12-05
	14	[image: 美ヶ原]	美ヶ原	松本市との境にある静かな高原。
美術館やホテル、牧場とバラエティ豊かである。車はもちろん麓からも登ってくることができ、個々に合わせて楽しむことができる。
北アルプスの山並みはもちろん南アルプスや富士山も見ることができ、長野県に来たらぜひ一度は行ってみてほしい場所の1つ。	2022-12-02
	15	[image: 受け継がれる蚕都の伝統]	受け継がれる蚕都の伝統	　今でも養蚕が盛んだったころのまま姿を残す建物がある。上田蚕種株式会社の建物である。
　また一方で、新しい施設に「サント(蚕都)」と名付けられた例もある。「上田市交流文化芸術センター サントミューゼ」はホール、美術館の他に交流芝生広場があり住民の憩いの場となっている。	2022-12-01
	16	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは、近年みられる奇抜な構想の美術館とは違い、自然豊かな上田市ならではの敷地面積を活かした低層デザインが採用されている。細部に豊かな風土を感じることができる設計がなされているため、四季折々の豊かな情景とともに歴史・文化・自然といった上田の三本柱を感じることができる。内装は「上田の森」をテーマとして木材をふんだんに生かした建築がなされている。	2022-11-30
	17	[image: 檻の俳句館]	檻の俳句館	　前山寺まで向かう途中の道にあった俳句を展示するギャラリー「檻の俳句館」。
　訪れた日は閉まっていて、建物には蜘蛛の巣が張っていて開放している日があるようには見えなかった。気になったため、向かい側にある上田紬を取り扱う「藤本」というお店で話を伺ったところ、店員の方も俳句館が開いているところはしばらく見ていないらしい。
　古い古民家を利用したようなこじんまりとした建物だが、窓からのぞいてみると俳句数点とそれをイメージしたような美術作品が展示されていて、ぜひいつか中に入って見てみたい。
　隣には槐多庵というギャラリーもあったがこちらも開館している様子はなく、うまく活用できていないのが大変残念だった。せっかくこだわりの詰まった興味深い建物なので、無言館や残照館と合わせて塩田地域でよ	2022-11-30
	18	[image: 傷ついた画布のドーム]	傷ついた画布のドーム	　無言館の第二展示館である「傷ついた画布のドーム」「オリーブの読書館」を訪れた。
　ドーム型の天井には画学生のデッサンや下絵が380点余り貼られている。入り口前にある庭には沖縄の磨文仁の丘の石が敷き詰められており、作品が展示されている没画学生も戦時中に踏みしめていたのかもしれないと思うと心を締め付けられた。
　オリーブの読書館には多くの美術関連書籍が壁一面に並んでいて、日差しが差しむ静かな館内で読書を楽しめる。他にも無言館館長の窪島誠一郎さんの著書も閲覧できた。	2022-11-30
	19	[image: 無言館]	無言館	　太平洋戦争などで戦死した画学生の遺作や遺品を展示する、戦没画学生慰霊美術館　無言館。
　今年の24時間テレビのスペシャルドラマの題材にも取り上げられていたため以前から興味があり、今回初めて訪れることができた。
　「自問坂」という大変急な坂道を上った先の、コンクリート造りで静けさに包まれた館内には、画学生が出兵前や戦地にいる間に描いた作品や家族に送った手紙、画材などが展示されている。遺族が語る画学生の人物像や彼らとの思い出とともに作品を眺めることで、彼らが必死に作品に込めた家族や故郷への愛、絵画・彫刻への情熱を受け取れた気がした。	2022-11-30
	20	[image: 旧上田市立図書館]	旧上田市立図書館	蚕都上田歴史・文化財マップにて現存している蚕に関わる場所を巡ってみました。
三つ目は、現在は石井鶴三美術館の旧上田市立図書館です。
近代の上田市は、蚕都の経済力を背景に、このような学習活動が盛んで、この建物はその気風を象徴する建物だそうです。	2022-11-24
	21	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは、上田市立美術館と上田市交流文化芸術センターから構成される複合型文化施設です。
サントミューゼの『サント』は蚕都上田、『ミューゼ』は蚕都の女神という意味があります。また、「ひと」「まち」「文化」の3つの「サン」、そして太陽の「サン」をイメージし、施設を盛り立てる音楽や美術館にも関連しています。このように、上田市の歴史と文化を想起させてくれる由来となっています。	2022-11-24
	22	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田市交流文化芸術センター・上田市立美術館・交流芝生広場が併設された複合文化型施設。
サントミューゼは、蚕都上田の「サント」と、芸術の女神「ミューズ」が由来とされている。	2022-11-18
	23	[image: 今治タオル]	今治タオル	2022/02/25

愛媛県今治市へ。
急にどこの紹介をしているんだと思われそうだが、日付を見てほしい。これから、投稿する写真は春休みに四国、中国地方を回った思い出。日付もバラバラだが、思い出しながら書いていく。

この今治タオルカフェは非常にシンプルなデザインで良い空間だった。ここでは、今治タオルを使用したヘアバンドを2つ購入。（母と妹に）
値段は2000円弱だった気がする。

今治タオルは説明不要かもしれないが今治タオル工業組合が製造するタオルのことで実は1つのメーカーというわけではない。認定されると今治タオルブランド認定され有名な赤・白・青のタグがつく。

ちなみに私の使っているタオルは今治タオルと佐賀県のタオル美術館のものである。2つとも吸水性が非常に高く肌触りもよい。おすすめ。	2022-11-18
	24	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	私は蚕都上田に興味を持ち、実際に自分で足を運びフィールドワークをした場所を紹介していく。

上田市にある複合型文化施設で「蚕都」＝「サント」と「芸術の女神」＝「ミューズ」が由来になっている。
長野県上田市にある「上田市立美術館」やホール、交流芝生広場などを有する地下1階地上5階建ての建物で、アートに触れ、人々と交流し、ゆったりとした時間を楽しむことができる。
先日、サントミューゼにて、「ため池フォーラム」が開催され、その際に撮影した写真である。	2022-11-14
	25	[image: 市民の交流の場　サントミューゼ]	市民の交流の場　サントミューゼ	上田市交流文化センター・上田市立美術館があるサントミューゼは平成26年10月2日に開館しました。
観客と奏者の一体感を演出する上田市交流文化センターの大ホールは、1530席の座席数があり、オーケストラやミュージカル、演劇など様々な芸術を鑑賞することができます。
上田市立美術館は市民アトリエ・ギャラリーや子どもアトリエなど子供から大人まで創作活動ができる空間が備えられています。

このように芸術といった観点から上田市民の交流の場となっているサントミューゼは「蚕都（さんと）」から名前がきています。
蚕糸業が盛んだった上田をサントミューゼという名前から感じることができます。	2022-11-13
	26	[image: 角川武蔵野ミュージアムを訪れて]	角川武蔵野ミュージアムを訪れて	先日、所沢にある角川武蔵野ミュージアムに行ってきました。

以前から訪れたいと思っていた美術館であり、さらに現在ゴッホ展やチームラボの展示を開催しているということで、この日を非常に楽しみにしていました。

感想としては、非常に素晴らしかったです。

ゴッホ展では360°のVR技術を使用した企画展示や、ゴッホの生涯をエピソードを交えながら折れ線グラフで表現しており、多くの人々が分け隔てなく興味を持ち、楽しむことの出来る展示になっていました。

チームラボの展示も、ただ眺めるのではなく来場者が自らアクションを起こして楽しむ参加型の展示が展開されており、一つの作品を完成させる一助に自分がなっているように感じられる没入感のある展示でした。

その他にも、本棚劇場のプロジェクションマッピングの壮大	2022-11-08
	27	[image: 常楽寺]	常楽寺	別所温泉駅から歩いて10分程度のところに常楽寺というお寺がありました。休憩所や美術館がありすぐ近くには別所神社もありました。観光のために整備されているなと思いました。すぐ裏に山があり長野県らしさも感じた。	2022-10-31
	28	[image: 無言館]	無言館	戦没画学生慰霊美術館である無言館です。八月末くらいの24時間テレビか何かのドラマで舞台になっていました。
このような戦争の面影を見ることのできる戦争遺跡のような場所は、もちろん横浜市にもあります。高校の授業で横浜市内の戦争遺跡について調べたことがありましたが、このような戦争遺跡はどこにおいても戦争のことを人々が忘れずにい続けるためには必要だと思いました。	2022-10-28
	29	[image: 真田幸村]	真田幸村	上田市立美術館には真田信繁（幸村）の肖像画があり、
なんと複製品ではなく、本物なので見る価値ありです。	2022-10-27
	30	[image: 美ヶ原高原美術館]	美ヶ原高原美術館	美ヶ原高原美術館の野外彫刻。他にもユニークな作品が多数展示されていた。	2022-10-13
	31	[image: 尾澤木彫美術館]	尾澤木彫美術館	尾澤木彫美術館では山本鼎氏が信州にもたらした農民美術に関連した作品や世界各国の木彫品を見ることができ、農村の風俗が表れた木片人形などは見ていてとても楽しい物だった。	2022-05-17
	32	[image: まとめ]	まとめ	松平忠固を調べる中で関良基さんの著書『日本を開国させた男、松平忠固』の比重が大きくなってしまったが、本書を読んで、慈悲深い領地運営や開国と交易の主張を貫いた姿勢から忠固の人となりが見えてきた。また、井伊直弼や徳川斉昭、開国、不平等条約改正などさまざまなものの見方が変わったことは収穫だったと思う。歴史から抹消されていた史実が掘り返されると通説が覆されることがあるので、本当の歴史を知っておくためにもそういった情報を仕入れていきたい。


参考資料等
・関良基著『日本を開国させた男、松平忠固: 近代日本の礎を築いた老中』(1,2番目の記事の写真の出典)
https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.amazon.co.jp%2F%25E6%2597%25A5%25E6%259C%25AC%25E3%2582%2592%25E9%2596%258B%25E5%259B%25BD%25E3%2581%2595%25E3%2581%259B%25E3%2581%259F%25E7%2594%25B7%25E3%25	2022-02-14
	33	[image: 老中としての松平忠固]	老中としての松平忠固	出典：横浜美術館「コレクション紹介」https://yokohama.art.museum/collection/collection.html
　
　忠固は、すでに日米和親条約の頃から閣内で交易通商論を唱えており、ペリーとの条約交渉の当初から交易通商を条約に含めようとしていた。そこに立ちふさがったのが徳川御三家の水戸の前藩主で、尊王攘夷思想の震源徳川斉昭である。日米和親条約調印の翌年、斉昭によって失脚に追い込まれたもののハリスとの通商条約交渉に際して忠固は老中に復帰し、井伊直弼の調印には勅許を必要とするとの訴えを押し切って調印を断行した。その後責任を負い失脚した。
　以上の老中としての行動からは、忠固の信念強さがうかがえる。	2022-02-08
	34	[image: サントミューゼができる前]	サントミューゼができる前	サントミューゼは、昭和24～56に操業していたたばこ産業（株）の上田工場（JT）跡地だそうだ。JTから工場跡地の活用を上田市に打診し、再開発が行われ公共ゾーンとして建てられたのがサントミューゼだ。また、JT以前、上田が蚕都として栄えていた頃は金紡の上田工場だったらしい。上田市マルチメディア情報センターのYouTubeでは、当時の様子を見ることができる。工場で働く女性の姿、彼女らが広場でダンスする様子、少し映り込んだ上田城などが映像で記録してあった。	2022-02-02
	35	[image: サントミューゼに込められた意味]	サントミューゼに込められた意味	　サントミューゼ。あまり聞きなれない語感だが、
どのような意味が込められているのだろうか。
　この名前は、1649通の公募の中から選ばれた。蚕都上田、ひと・まち・文化とコンセプトが３つ、太陽をイメージしてサン（sun）ということから、そして芸術の女神をフランス語で「ミューズ（muse）」が組み合わさった名前だそうだ。
　ユニークな名前で面白いと思った。私は、はじめ〝セント″ミューゼだと思っていたので、上田＝蚕都ということを知っていたらすぐ覚えられただろうなと思った。	2022-02-01
	36	[image: 進捗報告]	進捗報告	上田のゲームを作っているという話ですが、一応ゲームのシステムだけはできあがりました！


ゲームの流れ

開始前
職種(販売、作成、行政、労働)・スタートの駅を決める
資金1万からスタート
↓
(1周目以外スタート時にイベント)
↓
行きたい駅にいったり、働いたり制限時間内に自由に行動できる
(駅は実際の時間に比例
働くのは1回につき持ち時間の25％消費)
この時に、街にあるクエストみたいなのを町民から受けられる
(何があるかはランダム
受けたら完了・放棄するまで消えないが1周で交換される)
このクエストを完了していくと評価が上がって一定以上でその地区の駅を占領出来る
↓
エンド、次の人

職種
販売→物を仕入れて売る職業
物の売り買いに長けているため、物を買う時にその時の値段の10分の1の数値の割引をされる
(	2022-01-26
	37	[image: 丸、環、〇、円形、輪、和が魅力]	丸、環、〇、円形、輪、和が魅力	サントミューゼは上から見た時に丸みを強く感じるなぁと、施設案内板や広場のベンチを見て考えた。端にいても、その逆端にいる人が見えるデザインだと思った。ベンチに複数人で座って話していても、全員お互いの顔が見える。交流にもってこいの形状だ。	2022-01-26
	38	[image: サントミューゼは散歩にも最適]	サントミューゼは散歩にも最適	外周してみて感じたのは、サントミューゼは敷地が広く、施設まわりのアプローチも整備されているので、グルっと一周するだけでもいい散歩になるということだ。実際、犬を連れて散歩する人をよく見かけた。
　また、駐車場の方へ行くと川沿いの歩道に上がることができるスロープがある。川沿いの道へでると、千曲川と山々、住宅、不思議と調和する上田市の街並みが見られる。夕方に行くと夕日も見れるのでオススメだ。
　そして、スロープを上る途中、サントミューゼ越しに雪を被った山が見えた。サントミューゼがその自然の景色を邪魔をしていないことに驚いた。	2022-01-26
	39	[image: 「木」が印象的な建物]	「木」が印象的な建物	　少し離れてサントミューゼを見た時に、木がたくさん使われていると感じた。サントミューゼ自体もそうなのだが、外にあるトイレや倉庫も木材が使われていた。前回、館内を見て回った時も同じようなことを感じたのを思い出した。
　近くで見ると白い木材はコンクリートだった。木材の板とコンクリートの板が混合していたのだ。コンクリートについている細かい筋が木目調に感じさせるのか、不思議と木材と調和している。	2022-01-26
	40	[image: サントミューゼを外から考える]	サントミューゼを外から考える	前回サントミューゼを訪れてみて建物自体に魅力を感じ、その魅力を探るべく再訪。	2022-01-26
	41	[image: 尾澤木彫美術館]	尾澤木彫美術館	そんな農民美術品を実際に見たり、購入できる美術館があります。それは信濃国分寺駅近くにある尾澤木彫美術館です。実際に新潟の山中にあった古民家を洋風にリフォームして活用した外観がとても素敵でした。その中には多くの農民美術が飾られています。ここは農民美術の先駆者出会った山本さんと共にいた尾形千春さんとそのご子息である尾澤敏春さんの木彫り作品などが貯蔵されています。	2022-01-25
	42	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田駅から10分ほど歩き、サントミューゼを訪れた。驚きであったのは、複合型文化施設であるということだ。演劇や演奏が行われるホールもあれば、美術館もある。他にも、普段から市民が利用できるような防音室や個室があった。ここに来れば、文化的経験ができると思わせてくれる場だった。芸術ふれあい事業など地域の文化活動の活性化にも貢献しているようだった。また、外は芝生の広場になっていて、ボール遊びをする人、ごはんを食べる人、何かをノートに書いている人がいて、いろいろな過ごし方をしていて、面白いと思った。	2021-12-19
	43	[image: 人が集まれる大きな施設]	人が集まれる大きな施設	突然なんですけどサントミューゼってすごいいいですよね
なんでかっていうと、入学式だったりで人を大勢入れられるキャパシティがあるから。

僕も入学式と講義で何度かお邪魔させていただいたんですが、大ホールの他にスタジオだったり練習室だったりいくつも部屋があるんですよね
しかも美術館も併設されてるから何度行っても飽きることが無い場所ですよね

集まれる場所って、一体感が生まれたり、そこを中心に網が広げるみたいなことが出来る｢拠点｣的な役割を果たしてくれると私は考えているので、地域資源の中で実は｢建造物｣っていうカテゴリでくくるなら城とかよりも重要な位置づけにあるんじゃないのかなって最近は思ってますね。	2021-12-15
	44	[image: 第8回山本鼎版画大賞展]	第8回山本鼎版画大賞展	市立美術館で11月14日まで行われていた「第8回山本鼎版画大賞展」を先日見に行ってきました。版画は木版をイメージする方が多いと思いますが、石版や金属板を掘って作られた作品が全国から集まっていました。作者のテーマや思いがひとぞれ違っているけれどうまく表現されている物が多くとても感動しました。「版による芸術表現」というものを感じることができました。	2021-11-15
	45	[image: 常楽寺]	常楽寺	常楽寺は、先ほど紹介した北向観音をお護りする本坊。別所三楽寺(長楽・安楽・常楽)の一つとして建立された。また隣接する常楽寺美術館には寺宝や北向観音に奉納された絵馬等が収蔵・陳列されている。
本堂裏には、北向観世音様が出没したとされる石造多宝塔がある。こちらはとても神秘的な雰囲気且つ自然豊かな場用であり、どこかジブリのワンシーンを醸し出しているように思え、感動した。	2021-11-14
	46	[image: 美ケ原高原]	美ケ原高原	美術館へ来たついでに、少し美ヶ原を歩いてきた。
ギリギリ昼食がとれる時間だったので、ふる里館で山小屋カレーを頂いた。昼食時間最後だったのでご飯を少し多めにしてもらえた。
お腹も膨れて時間もあったので、王ヶ頭山頂まで行こうとしたが、あまりにも寒すぎたので美しの塔までで。
道は整備されていて歩きやすいが、石がごろごろしていて疲れやすいので、歩くときはトレッキングシューズなどを用意することをお勧めする。
暖かくなって牛さんがいる頃にまた来よう。	2021-11-12
	47	[image: 美ケ原高原美術館]	美ケ原高原美術館	今日の最終目標地点、美ヶ原高原美術館へ到着。
道の駅としても有名である。
気温は０℃。さむい。加えて体がもっていかれるほどの強風が吹いていて寒さが倍増。
ご飯を食べていこうと思っていたが、今年はもう終わりみたいで断念。
それでも上田を見下ろせる景色は綺麗で、心を奪われた。
暖かい時期などはドライブで寄る人も多く、車がある方は寄ってみるといいかもしれない。	2021-11-11
	48	[image: 美ケ原公園西内線]	美ケ原公園西内線	楽しい楽しい山道にやってきた。
写真は美術館まで約８kmの地点と、白樺平で撮ったものだ。
この山道は景色はもちろん、先の見えないカーブの連続を走ることが楽しい。
ただ、一か所道が崩れているのか、パイロンで区画分けされている場所があるのでご注意を。	2021-11-11
	49	[image: 武石観光センター]	武石観光センター	上田側から美ヶ原高原美術館までの山道、美ヶ原公園西内線の途中にある。
ここから西に進むと番所ケ原スキー場があるが、今その先は通行止めらしい。
いつか規制解除されることはあるのだろうか。
でも本日のルートは美術館方面なので関係ない。	2021-11-11
	50	[image: 頂上公園]	頂上公園	雲渓荘までの道をずっと先まで登り、別荘地を抜けた先にある頂上公園。今日の第二目標地点だ。
道中の別荘地の中はかなり複雑な道になっており、着くまでにかなり苦戦した。
気温は１℃。さむい。ちらちら雪も降っていた。
登山口と思われる看板を見つけた。どうやらここから美ヶ原高原美術館へ行けるようだ。
雲渓荘のに方に聞いたが、こことは別に別荘地の道から美ヶ原美術館につながる道が地図上にはあるが、その道は登山道で車は通れないそうだ。	2021-11-11
	51	[image: 岳の湯温泉へ]	岳の湯温泉へ	上田側から美術館へ向かえる県道62号美ヶ原公園沖線から一本南の道で、岳の湯温泉につながる道の始まりの場所である。
ここからいよいよ山道に入っていく。
この先のトンネルを抜けて右折すれば、温泉まで一本道。	2021-11-11
	52	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	53	[image: 長野県立美術館]	長野県立美術館	2021年4月10日に新築オープンした長野県立美術館です。新しくできたということで、外装も内装もとても綺麗でした。特に内装は、白と黒を基調にしたシンプルで今らしいオシャレなデザインになっていました。
広々としたテラスでは、信州の山並みや国宝・善光寺など、「信州の新たな風景」を楽しむことが出来ます。
入口近くにある「水辺テラス」では「霧の彫刻」を見ることが出来ます。これは是非現地で楽しんでもらいたいです。
また、「ひらくプロジェクト」という、だれもが障がいの有無を超えてアートを体験できるイベントが年間を通して開催されています。	2021-05-06
	54	[image: 無言館]	無言館	第二次世界大戦でなくなった画学生の作品が展示してある。展示品についている説明を読むと、１人１人に人生があり思いがあったことをより強く実感させられる。誰１人としてしゃべることなく、無言で作品をみておりとても神秘的な場所だった。	2021-05-05
	55	[image: 残照館]	残照館	ここは「信濃デッサン館」という私設美術館を閉館してから出来た場所である。

この残照館という名前は日暮れのせまった道を歩く男の感傷から生まれた館名である。

ここも素晴らしい作品が多いと感じたのでぜひ見に行ってほしい。	2021-05-05
	56	[image: 無言館]	無言館	太平洋戦争などで戦死した画学生の遺作、遺品が展示されている美術館である。

作品を見ているとなんとも言えない悲しい気持ちになってくるが、ぜひ一回は見る価値はあると感じた。	2021-05-05
	57	[image: 感想]	感想	今回地域探求として、長野県の美術館と上田市のサントミューゼについて調べました。
特に、なぜ長野県には美術館が多いのかがとても勉強になりました。
調べていく中で、長野県の美術館が全国的に見て、思ったよりも多くて驚きました。長野県の美術館をたくさん調べて、行きたい美術館を見つけることができました。
実際行って見た感想などをまたデジタルコモンズに投稿できたらいいなと思います。	2021-02-01
	58	[image: 山本鼎による農民美術運動]	山本鼎による農民美術運動	山本鼎が始めた農民美術運動は、農民によって作られる作品が国を豊かにすると提唱しました。農閑期に農民が工芸品を作ることで農家の副収入を増やすことと、国民の美に対する意識を高めることを目的としたものです。
具体的な工芸品は木っ端人形や木彫があります。国分にある尾澤木彫美術館には多くの作品が展示されていました。どんなに小さい人形でも人間の手によって彫られたと思うとすごいなと感心するばかりです。	2021-02-01
	59	[image: サントミューゼ美術館概要]	サントミューゼ美術館概要	〈美術館概要〉
常設展示室、企画展示室を2階に配置し、ゆったりと作品をご鑑賞いただける空間としました。大ホールとの行き来もしやすく、公演の前や後にもお立ち寄りいただけます。
1階には、市民アトリエ・ギャラリーや子どもアトリエなどを設置。貸し出しも行っており、誰もが気軽に創作や発表を行うことができます。

〈美術館施設〉
◆企画展示室
鑑賞しやすいシンプルな形状、自由度が高く広い展示壁が特徴の展示室です。
5枚の可動壁と2箇所の展示ケースを設置し、大型の作品や資料まで多様な展示計画に対応できます。

◆常設展示室
常設展示室では、作品･資料などの展示を通じて郷土上田にゆかりのある作家の顕彰を行います。

◆市民アトリエ・ギャラリー
市民の誰もが気軽に、日ごろの創作活動の成果を発表できる場と	2021-02-01
	60	[image: サントミューゼ施設紹介]	サントミューゼ施設紹介	サントミューゼには美術館のほかに様々な施設があります。

〈施設紹介〉
◆大ホール
大ホールは、1530席の客席を設け、音楽、演劇、オペラ、バレエ、古典芸能や講演会、など、様々な利用に対応できる多目的ホールです。音響性能に優れ、また客席と舞台までの距離は最大視距離31mと、観客と舞台の一体感が感じられるホールです。
様々なニーズへの対応と、それに応じた使用料金設定が可能となります。

◆小ホール
小ホールは、音楽、演劇、舞踊、講演会など、幅広いジャンルの演目に対応できるホールです。320席の客席を設けた多機能ホールで、客席を取り囲むような形で2階にバルコニー席を設けます。

◆大スタジオ
大ホールの主舞台と同じ広さを持ち、リハーサルや公演も可能な空間として設置。様々な舞台芸術の練習や発表にも利用	2021-02-01
	61	[image: 上田市立美術館サントミューゼ]	上田市立美術館サントミューゼ	今までの投稿で長野県全体の美術館について探求してきた。今回は上田市の美術館であるサントミューゼについて調べていく。

〈サントミューゼの概要〉
サントミューゼ（上田市交流文化芸術センター・上田市立美術館）は、平成26年10月2日に開館しました。大小ホール、美術館、交流芝生広場など、多くの皆さまが芸術とふれあい、人々が交流する場として整備されています。

苗木を植え、育て、木になり、森になる
芸術を通じて感じたこと、体験したことは心のどこかにずっとあり続けます。
森になるには、長い時間がかかります。
でも、まちやひとが芸術や芸術家を通じて感じたことが、このまちの財産となって、いつか大きな木になり、森になってほしい。
サントミューゼがまちとともに続ける活動には、そんな想いを込めています。

	2021-02-01
	62	[image: 長野県の美術館紹介]	長野県の美術館紹介	長野県の美術館を紹介します。
すべて紹介するときりがないので、じゃらん観光ガイドの長野県の美術館TOP10を紹介します。

◆軽井沢千住博美術館
世界で活躍する日本画家・千住博の作品を美しい樹々や花々とともに楽しんでいただける美術館です。

◆世界の影絵・きり絵・ガラス・オルゴール美術館
ビーナスラインの中心地。白樺湖で、通年営業の美術館です。

◆北斎館
葛飾北斎の肉筆画・画稿・書簡など50点と北斎筆の天井絵で知られる上町・東町の祭り屋台2台（県宝）を展示。龍と鳳凰、男浪・女浪の怒涛図が、時代を経た今、美しく妖しい魅力をかなでています。

◆松本市美術館
鑑賞の場、表現の場、学習の場、交流の場を4つの柱とした地域に根ざす開かれた美術館です。松本市出身の芸術家・草間彌生の作品展示のほか上條信山	2021-01-31
	63	[image: 長野県にはどうして美術館多いの？]	長野県にはどうして美術館多いの？	長野県には美術館が多いとよく聞きます。実際どのくらい美術館があるのか、どうして美術館が多いのかを調べてみました。

〈美術館の数〉
全国の美術館数は1,064館で、人口10万人あたり0.84館です。美術館数が最も多いのは長野県で人口10万人あたり5.24館(偏差値96.1)と全国平均の6.3倍。総数ベースで見ても長野県の110館は全国最多で、日本の美術館の約10%が長野県に集中しています。

〈どうして美術館が多いのか〉
◆振興策
戦前、長野県が教育県と謳われた時代の名残からか、現在でも芸術・文化の振興に関しては精力的です。県民の意識調査でも、学力実態に伴って教育県としての自覚が削がれている一方で、芸術・文化面での関心は高いです。そのため、内部からの需要が高いです。

◆避暑地
長野県は全国の中でも比較的乾燥した中央高地式	2021-01-31
	64	[image: 信州上田学B2020⑬デザインでたどる上田の地域文化(3)山本鼎と農民美術]	信州上田学B2020⑬デザインでたどる上田の地域文化(3)山本鼎と農民美術	長野大学2020年度後期教養科目「信州上田学B」講義
2020/12/24
特別講師　小笠原正氏(上田市立美術館学芸員)
講師　石川義宗(企業情報学部准教授)
89分

	2021-01-31
	65	[image: 私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)]	私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)	長野大学の講義科目「情報通信文化論2020」（講義担当：前川道博）では、情報通信文化の根幹をなす文化伝承・知識伝承を概念的に学ぶだけではなく、受講生たちに自ら文化伝承・知識伝承による「キュレーション型」の学びを実践してもらいました。地域循環型社会にシフトしつつ現代においては、自ら問いを立て、一次資料に当たったり、地域に赴いて自ら得たデータを新たな一次資料とし、主体的に探求していくことが求められます。その学習プロセスが文化伝承・知識伝承に他なりません。
それらの課題探求テーマと成果を以下のマイサイトからカテゴリ「私の地域探求」を選んで御参照ください。

＜私の地域探求テーマ一覧＞
1 舌喰池の名前の由来(LGTMのサイト)
2 	2021-01-28
	66	[image: 尾澤木彫美術館]	尾澤木彫美術館	この写真は、上田市にある尾澤木彫美術館に訪れた際に撮影したもの。

尾澤木彫美術館では、農民美術の第1人者である、尾澤千春・敏春父子が製作した木彫作品の他、他国で制作された農民美術の作品が展示されている。
世界各国から集められた1200点の木彫り人形は、その国それぞれの特徴がみられ、とても見ごたえがある。	2021-01-27
	67	[image: 【微絶景】常楽寺＋付近からの景色]	【微絶景】常楽寺＋付近からの景色	別所温泉街北部の高台にあるお寺です。近くには甘味処があるようです。
また、美術館もあるようですが、入館料500円と規模の割に高値な気がしたので断念。高台なので上田市とその北西部の山々を一望できるスポットですが、木やフェンスが若干邪魔だったのが勿体ないポイントです。	2021-01-11
	68	[image: 美術館]	美術館	長野県は美術館がたくさんあるとよく聞くので、なぜ美術館が多いのか、どんな美術館があるのかを探求していきたい。また、私自身が、美術館に興味があるので楽しく深く調べることができると考える。
また、上田市の美術館として、サントミューゼについて調べていきたい。	2020-12-21
	69	[image: 平和の光像]	平和の光像	1960年4月に在日本朝鮮人総連合会佐久支部から、朝鮮民主主義人民共和国への帰国記念として贈られた像。台座には当時の町田増夫小諸市長の「日朝両国民の友好親善と世界恒久平和万才」と刻まれている。
当初は小諸駅前に設置されていたが、現在は小山敬三美術館へ行く岩石園の奥に、小山松寿氏、小山邦太郎氏の顕彰碑、胸像と同じところにある。	2020-10-16
	70	[image: 信州上田から夢を追った山本鼎]	信州上田から夢を追った山本鼎	　明治大正昭和を走りぬいた美術家山本鼎は、大正8年に児童自由画運動・農民美術運動をこの神川村の神川小学校から始めた。両運動は大正デモクラシーの風にのり、長野県下をはじめ全国に広がった。両運動を支えた上田の人々上田の風土についての興味は尽きない。
　今回は鼎の児童自由画に焦点をしぼり、鼎の自由画思想がどのように広まっていったのか、児童はどのように反応したのか関心を寄せてみたい。
　地図は山本鼎の作品展示のサントミューゼ上田市立美術館です。	2020-07-24
	71	[image: 尾澤木彫美術館の外観]	尾澤木彫美術館の外観	尾澤木彫美術館は長野県上田市に位置する農民美術の美術館。館長の尾澤敏春氏およびその先代である尾澤千春氏の作品を数多く展示している。また世界各地の木彫人形も展示している。建物は新潟の豪雪地帯から移築した寄棟中門造の民家を改装したもの。

農民美術とは
長野県上田市を中心とした大正時代の工芸運動。東京美術学校を卒業し、パリで留学していた画家・山本鼎(1882～1946)が提唱した。冬場の副業として取り組み、農村の経済水準と文化水準を高めることを目指したもの。器や小物入れといった日用品から人形や木版画といった美術品、また手縫いや刺しゅう等その領域は多岐に渡る。

【参考文献】
石川義宗、禹在勇(2018)『長野県の木工文化：デザイン史から見た農民美術の意義』日本デザイン学会デザイン学研究概要集
神田愛子『	2020-07-15
	72	[image: 豆cafe enju /残照館]	豆cafe enju /残照館	塩田平の前山寺近くにある旧信濃デッサン館は、今年６月６日に「KAITA EPITAPH 残照館」と名前を変えて再オープンしました。

そこに併設しているのが、今回ご紹介するカフェ「豆cafe enju」です。

美術館併設だけあって、とてもセンスの良い空間で、テラス席も十分あり、オープンな雰囲気なので、天気のいい晴れた日にピッタリのカフェです。テラス席からは、広大な塩田平が一望できます。

調理を担当しているのは、上田市在住のおうち料理研究家、王鷲美穂さん。発酵文化を中心に、心と体に優しい料理の研究をされている王鷲さんの作る料理は、味はもちろん美味しいだけでなく、手作りの味噌が使われていたり、栄養も満点。見た目も雰囲気に合っていておしゃれな雰囲気です。

わたしは、この日は、味噌リゾットと自家製ジンジャエール	2020-06-29
	73	[image: 美ヶ原高原]	美ヶ原高原	美ヶ原高原は王ヶ松本市、上田市、長和町にまたがり、頭(2034m)、王ヶ鼻(2008m)、茶臼山(2006m)、牛伏山(1990ｍ)、鹿伏山(1977ｍ)、武石峰(1973m)のピークを含めて標高2000ｍ付近に広がる一帯を「美ヶ原高原」と呼んでいます。

山上は「美ヶ原牧場」と呼ばれる牛の放牧地となっており、短距離から遠距離までバラエティに富んだ高原トレッキングができるコースも整備されています。

また、夜には晴れていると満点の星空を臨む事ができ、タイムプラスの聖地とも言われています。

昭和39年に国定公園に指定されています。

また、美ヶ原高原美術館、道の駅美ヶ原、山本小屋ふる里館などの施設や、ホテルやコテージなどもあります。

車でもアクセスできるのでドライブにも最適です。

私はまだ行ったことがないので是非行ってみたいと思っています	2020-05-28
	74	[image: 芦城公園]	芦城公園	加賀三代藩主前田利常の城であった小松城の三の丸跡に作られた公園。博物館や美術館、図書館や茶室もある公園で、多くの市民が使っています。ここの図書館によく勉強しに行ってたのでここを選びました。	2020-05-27
	75	[image: イルフ童画館]	イルフ童画館	長野県岡谷市出身の童画作家、武井武雄の作品が展示されている美術館。
「イルフ」は「古い」の逆さ言葉で「新しい」を意味しており、「童画」は武井武雄自身が創出した言葉です。「童画」という言葉には、「子どもの心にふれる絵」の創造を目指していた武井武雄の願いが込められているのではないかと感じました。	2020-05-26
	76	[image: とちぎ蔵の街美術館]	とちぎ蔵の街美術館	約200年前(江戸時代後期)に建てられた土蔵3棟を改修して、平成15年に美術館として現代に甦らせ、栃木市ゆかりの作家の作品を中心に収蔵しています。
美術品だけでなく、古い日本家屋が楽しめます。	2020-05-26
	77	[image: 常楽寺]	常楽寺	別所温泉駅から徒歩で行ける常楽寺
美術館や国重要文化財の石造多宝塔があります
御朱印も書いてもらえます
三楽寺の一つとして建てられました
茅葺の屋根が最初に目に入ります
御舟の松という大きな松の木も印象的でした	2020-05-25
	78	[image: 尾澤木彫美術館]	尾澤木彫美術館	農民美術の第一人者である、尾澤千春・敏春父子が制作した木彫の作品が展示されています。
およそ1500点の作品が残されています。
世界各地で集めた1200点の木彫人形なども見応えがあります。
また、館内は新潟の豪雪地帯から移築した寄棟中門造の民家を改装してあり、外観がとてもオシャレです。	2020-05-25
	79	[image: 上田最高峰の美術館　尾澤木彫美術館]	上田最高峰の美術館　尾澤木彫美術館	1階から3階まで美術作品が展示されていて、日本のものから西欧のものまで様々な作品がありました。
三階には日がさすところがあり、作品が日に照らされ、神々しくなるので是非一目見てもらいたいです。
この場所は私の投稿で1番のお気に入りの場所なので是非訪れてみてください。	2020-05-24
	80	[image: クラシック美術館]	クラシック美術館	“庶民のよろこびと悲しみにつつまれた品によって、あたらしき美の発見のあること”との想いがこめられた日本画家・岡信孝氏のコレクション約2,000点を中心に、大正末期から昭和初期の着物や、大正ガラス、李朝民芸など、昔の生活の品々を展示しています。館名の“クラシック”には、“蔵”の町と古き美しき“もの”への想いが込められています。美術館前の蔵の街並みも、魅力的です。	2020-05-24
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